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社  会  福  祉  法  人・水  俣  福  祉  会  

 

             概      要  

 

 

１・沿   革  

 

（１）  昭和４３年、人口４万７千人の小工業都市ではあるが、人口   

      の３分の２約３万２千人は市街地に住居し、市民の大部分が中  

      小工業、商店街、官公署に勤務し、共稼ぎ世帯も非常に多く、  

      その乳幼児の保育がややもすれば充分に行われない状態である  

      為。   

       昭和４４年３月１日社会福祉法人・水俣福祉会は、厚生省収  

      児第１１１号、厚生大臣の認可を得て法的に発足。  

   （２）  厚生省児第１１１号  

       昭和４４年３月１日、社会福祉法人・水俣福祉会の設立を社  

      会福祉事業法（昭和２６年、法律第４５号）第２９条第１項の  

      規定により、認可を受ける。  

（３）  昭和４４年４月１日、児童福祉法（昭和２２年、法律１６４   

      号）第３５条第３項の規定により、熊本県指令婦第２２号をも  

      って、熊本県知事の認可を受ける。  

（４）  昭和４４年４月１日、定員６０名の認可を得て、水俣保育園   

      発足。  

（５）  昭和４５年４月１日、水俣保育園定員９０名として認可され   

      る。  

（６）  昭和４５年１２月１日、児童福祉法（昭和２２年、法律第６   

      ４号）第３５条第３項の規定により、熊本県指令婦第７４号を  

      もって、熊本県知事の認可を受ける。  

（７）  昭和４５年１２月１日、定員６０名の認可を得て、津南保育   

      園発足。  

（８）  昭和４８年４月１日、津南保育園定員９０名として認可される。  

（９）  平成元年、社会福祉施設等施設整備事業に伴い、水俣保育園   

      々舎改築される。  

  (10）  平成３０年１０月１日、津南保育園利用定員７０名として承認される。  

  (11)  平成３１年４月１日、津南保育園利用定員６０名として承認される。  

(12)  令和２年４月１日、水俣保育園利用定員８０名として承認される。  



(13)  令和２年１０月１日、津南保育園利用定員５０名として承認される。  

(14)   令和５年４月１日、津南保育園利用定員６０名として承認される。  

 

２．名称及び所在地  

 

   （イ）  熊本県水俣市栄町二丁目１番２１号（ TEL 63-4725 ）  

                       （ TEL 62-3118 ） FAX 63-1515 

社会福祉法人・水俣福祉会   水  俣  保  育  園   

 

（ロ）  熊本県芦北郡津奈木町大字岩城 2082番地 -1（ TEL 78-2145 ）   

                          （ TEL 78-2180 ）  

社会福祉法人・水俣福祉会   津  南  保  育  園   FAX 78-2650 

 

３．経営主体及び代表者  

 

        社会福祉法人・水俣福祉会  理事長   福  田  研  二  

               水俣保育園  園  長   福  田  和  代  

               津南保育園  園  長   福  田  研  二  

         

４．施設及び敷地               

 

   （イ）   水  俣  保  育  園  

          園   舎   鉄骨（耐火）造スレ－トぶき一部３階建  １棟  

                 （延べ面積６０３．９０㎡）  

          敷地面積     ６７８．４４㎡  

                 

 

   （ロ）   津  南  保  育  園  

          園   舎    木造亜鉛メッキ鋼板ぶき平屋建  １棟  

                 （延べ面積５００．２３㎡）  

          敷地面積    １０６０．００㎡  

 

 

 

 

 

 

 



 5)職員構成 
 
6)保育担当者 
   
水 俣 保 育 園                 津 南 保 育 園 

 
 職 名 

 
 氏  名 

 
年 齢 

 
ク ラ ス 名 

 
電話番号 

 
 職 名 

 
 氏  名 

 
年 齢 

 
ク ラ ス 名 

 
電 話 番

号 

 

園 長 福 田 和 代    園 長 福 田 研 二    
主 任 保 育 士 吉 海 留 美    主 任 保 育 士 林 裕 子    
保 育 士 上 原 真 知 子  さくら  保 育 士 谷 口 玲 佳  さくら  
保 育 士 滝 下 さ お り  う め  保 育 士 永 野 琴 星  う め  
保 育 士 川 元 真 琴  ひまわり  保 育 士 福山小百合  ひまわり  
保 育 士 山 田 梨 央  ひまわり  保 育 士 大森きよ子  ひまわり  
保 育 士 井 上 正 美  き く  保 育 士 鶴 田 敬 子  き く  

看 護 士 田 口 和 代  き く  保 育 士 中村早百合  き く  

保 育 士 友 村 郁 恵  き く  保 育 士 塘 添 仁 子  き く  
保 育 士 永 野 順 子  も も  保 育 士 椎 原 美 紀  も も  

保 育 士 荒 木 久 美  も も  保 育 士 前 川 恵 実  も も  
保 育 士 馬 乗 園 明 美  も も  保 育 士 山田真梨子  

 

 も も  

保 育 士 黒 木 多 津 子  も も  保 育 士 竹 永 明 美  も も  
保 育 士 川 口 久 美 子  も も  保 育 士 岡 田 里 美  も も  
保 育 士 植 野 真 理 子  も も  保育助手 伊 藤 百 恵  も も  
保 育 士 木 村 智 絵  も も  保 育 士   も も  

保育士 福 山 真 弓  事 務  保 育 士 松 田 真 理  事 務  

調 理 師 中 松 幸 美  給 食  調 理 師 林田めぐみ  給 食  

 

調 理 師 篠 原 一 久  給 食  調 理 師 宮本実亜子  給 食  
調 理 師 渕 上 誠 子  給 食       

     ｽｸ-ﾙﾊﾞｽ 濱 田 恒 徳    
リズム 伊 藤 祐 子  リズム指導  リ ズ ム 伊 藤 祐 子  リズム指導  
嘱 託 医 
嘱 託 医 

真 鍋 一 孝 
蓑 田  亮 

内 科 
歯 科 

  嘱 託 医 
嘱 託 医 

深 水  良 
鶴 野 剛 士 

内 科 
歯 科 

  

          

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

ロ ． 年 齢 別 在 籍 人 員         ４ 月 １ 日 現 在    水  俣  保  育  園  
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ロ．年齢別在籍人員          ４月１日現在     津  南  保  育  園  
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【理念・方針・目標】 

社会福祉法人 水俣福祉会の理念 
 

豊かな創造性を持った子どもたちの健全育成を使命として社会に貢献し、常に期

待される施設を目指します。 

 

 子どもたちは、未来へ可能性をいっぱい秘めた天才です。その限りない想像力や可能性を引 

きだし、良くするためサポートするのが私たち大人の使命です。水俣福祉会は、体験学習を通 

して、子ども達の「生きる力」を身につける教育を大切にしています。 

職員がそれぞれの役割を担い、ただお預かりする保育に留まらない、学びの場の提供を目指し、 

深い愛情とたゆまぬ向上心により、子どもたちが安心して生活できる施設づくりを実践してい 

きます。 

 

保育方針 
 

保育所は、乳幼児が生涯にわたり人間形成の基礎を養う、きわめて重要な時期に、その生活の 

大半を過ごす場所です。 

保育所における保育の基本は、家庭や地域社会との連携を密にして、家庭保育の補完を行い子 

どもたちが、健康で安定した生活の出来る環境を整えることと思っております。 

当保育所は、子どもたちが自己を十分に発揮しながら活動することにより、心身が共に健全に 

発達し、人の心の痛みがわかる子ども育成に努めております。 

保育目標 
 

心を弾ませ、身体いっぱい使い、園庭で遊ぼう 

自分で物をつくり出し、力一杯自分を表現できる子どもになろう 

感じたことや想像したことを、音楽や造形で自由に表現しよう 生活や遊びの中で楽しく言葉を 

使って、充分に表現しよう 

身の回りのことに目を向け、相手の意見を充分に聞いて、よく考え、自分の意見を主張しよう 

食べる事に興味を持とう 

年齢を問わずお友だちとの関わりを大切にしよう 

身の回りの動植物に、愛情をもって接しよう 

地域の人や身近な人との交流を大切にし、感謝の気持ちを持とう 

芸術や文化に触れる機会をつくり、美しさを感じる心を育てよう 



 

 

８．保育目標（細則）  

    入所児童は、保護者との接触の機会に恵まれていないものが多いので、  

本園においては、児童の精神的安定を図ることを目標としたい。又、清  

   潔のしつけ、規律ある生活習慣の体得を図りたい  

 1.  くつろいだふんい気のなかで情緒を安定させ、心身の調和的な発達を  

   図る。  

 2.  充分に養護のゆきとどいた環境のなかで、健康、安全等日常生活に必  

   要な基本的な習慣や態度を養うこと。  

 3.  積極的な遊びや仕事を行うよう促し、自主、協調などの社会的態度を  

   養うこと。  

 4.  自然や社会的事象について、興味や関心をもたせること。  

 5.  日常生活に必要なことばを豊かに正しく身につけさせること。  

 6.  いろいろな表現活動をとうして創造性を養うこと。  

 7.  生活のいろいろな面をとうして、豊かな情操を養うこと。思考力の基  

   礎と道徳性の芽生えをつちかうこと。  

 

（特定教育・保育の提供を行う時間） 

第６条 当園の保育を提供する時間は、次のとおりとする。 

(1) 開所時間 

当園が定める開所時間は、次のとおりとする。 

月～金 7時00分から18時00分までとする。 

土曜  7時00分から18時00分までとする。 

(2) 保育標準時間認定に係る保育時間（最大１１時間）   

当園が定める次の時間帯の範囲内で、保育標準時間認定を受けた支給認定保護者が保育を必

要とする時間とする。 

月～金 7時00分から18時00分までとする。 

土曜  7時00分から18時00分までとする。 

なお、月曜日～金曜日は、18時00分から19時00分までの範囲内で、延長保育を行う。 

(3) 保育短時間認定に係る保育時間（最大８時間）    

当園が定める次の時間帯の範囲内で、保育短時間認定を受けた支給認定保護者が保育・教育を

必要とする時間とする。 

月～土 8時00分から16時00分までとする。 

なお、月曜日～金曜日は、16時00分から19時00分の範囲内で、延長保育を行う。 

（利用料その他の費用等） 

第７条 支給認定保護者は、支給認定保護者の居住する市町村長が定める利用料を、その居住する

市町村へ支払うものとする。 

２ 当園の特定教育・保育において提供する便宜の要する費用については、支給認定保護者より実

費の負担はないものとする。 



３ 保育標準時間認定に係る延長保育事業に係る児童の延長保育利用料は、現状では、１時間あた

り￥０円とする。 

４ 保育短時間認定に係る児童の延長保育に関しては、午前 8 時以前の利用については、一人当た

り１回につき、水俣保育園は、￥３００円、津南保育園は、￥１００円とし、午後４時以降の利

用については、１時間毎に、一人当たり１回につき、水俣保育園は、￥３００円、津南保育園は、

￥１００円を徴収するものとする。 

５ 一時預かり事業に係る利用料は、１日あたり￥１，８００円、半日あたり 

￥９００円とする。  

６ 令和５年４月より、利用者(３歳児及び４歳以上児)において副食費として月額\４，７００円を

負担するものとする。尚、副食費については、免除者(水俣市の認定者)を除く利用者は、利用す

る園に納入しなければならない。 

  但し、災害等の発生により、利用日数に過大な変動があった場合等、水俣市より要請及び依

頼があった場合は、日割り計算される場合がある。 

１０．保育の内容  

デイリ－プログラムについては、児童の年齢に応じ保育士と園長が協議して  

定めるが、おやつの支給、おひるね（午睡）等は、必ず含まれるよう配慮する。

年間の計画についても、保育所保育指針に基づいて園長と保育士が協議して行い

定める。  

 年  齢  区  分  

 ０歳児   （養護、教育、保健衛生、安全面、食育）  

 １歳児   （養護、教育、保健衛生、安全面、食育）  

 ２歳児   （養護、教育、保健衛生、安全面、食育）  

 ３歳児   （養護、教育、保健衛生、安全面、食育）  

 ４歳児   （養護、教育、保健衛生、安全面、食育）  

 ５歳児   （養護、教育、保健衛生、安全面、食育）  

 ６歳児   （養護、教育、保健衛生、安全面、食育）  

☆教育とは、「健康・人間関係・環境・言葉・表現」

１１．保育担当

 担 当 の 保 育 士 を 定 め 、 園 長 は 総 括 的 指 揮 を と る こ と と す る 。

 調 理 担 当 者 は 、 別 に 定 め る 。  

１２．資産計画

 運 営 経 費 は 、 委 託 費 収 入 で ま か な う こ と と し て い る が 不 足 分 に

 つ い て は 、 寄 付 （ 福 祉 会 ・ 本 部 ） を 得 て 実 施 す る こ と と す る 。



（ イ ） 令 和 ５ 年 度 （ 予 定 ） 児 童 数

 ０ 歳 児 ３ 名 ２ 歳 未 満 児 １ ９ 名 ３ 歳 児 １ ３ 名

４ 歳 以 上 児  ２ ５ 名  合 計 ６ ０ 名 （ １ ケ 月 当 た り ）

 委 託 児 童 数 合 計 ７ ２ ０ 名 /年 間 ）

１３．財務計画（津南保育園）

1. 収 入 の 部

（ イ ） 令 和 ５ 年 度 （ 予 定 ） 児 童 数

 ０ 歳 児  ２ 名  ２ 歳 未 満 児 ２ ２ 名 ３ 歳 児 １ ６ 名

４ 歳 以 上 児  ２ ０ 名   合 計 ６ ０ 名 （ １ ケ 月 当 た り ）

 委 託 児 童 数 合 計 ７ ２ ０ 名 /年 間 ）

１４．法人の運営

水 俣 福 祉 会 に 評 議 員 、 理 事 及 び 監 事 並 び に 評 議 員 推 薦 解 任 委 員 会

を 設 置 す る 。  

  当 該 福 祉 会 は 、 理 事 長 が 、 総 括 し て 管 理 す る も の と す る 。

1. 理 事 長 事 故 あ る 時 は 、 理 事 長 の 指 名 す る 理 事 に よ っ て 職 務 を 代 行

 す る 。

2. 法 人 に お い て は 、 職 員 若 干 名 を 置 く こ と が で き る

１３．財務計画（水俣保育園）



令和５年度  職 務 分 担 表 水俣保育園

園

長 福 田 和 代
１.園の経営管理。 ２.園の事務管理。

３.保育計画の立案及び保育業務の管理。

４.職員の管理及び指導育成に関する事項。

５.苦情相談責任者

理

事

長

理事長

福 田 研 二

園長

福 田 和 代

１.保健衛生に関する計画並びに指導。

２.特別行事に関する計画の作業及び指導。

３.園舎の管理。 ４.官署、保護者会その他外部組織との連

携。

５.園の事務に関する事項。 ６.調理献立表の作成及び指導。

主

任

保

育

士

吉 海 留 美

(主任保育士) 

◎主任保育士◎小口現金担当者及び現金取扱担当者

◎通帳管理保管責任者 ◎苦情相談担当者

１.指導計画（保育年案、月案、週案、日案）

２.給食の監督及び指導。３.保健衛生に関する指導。

４.園舎内外の清掃及び整備。

◎苦情相談担当者

◎経理担当責任者

保

育

士

滝 下 さおり

上 原 真知子

山 田 梨 央

１. 園舎内外の清掃整備に関する事項。

◎幼児保育リ－ダ－

◎乳児保育リ－ダ－

保

育

士

福 山 真 弓

田 口 和 代

１. 医薬品の整備保管。

◎安全衛生推進者出納責任者。

◎副主任保育士◎現金取扱担当責任者◎苦情相談担当者

◎専門リ－ダ－（看護師）

保 

育

士

荒 木 久 美

馬乗園 明 美

川 元 真 琴

木 村 智 絵

１. 園舎の保全に関する事項。

◎乳児保育リ－ダ－

◎保育実践リ－ダ－

井 上 正 美

黒 木 多津子

友 村 郁 恵

◎専門リ－ダ－

1.屋外及び屋内遊具等の安全に関する事項。

◎障害児保育リ－ダ－

上 原 真知子

永 野 順 子

川 口 久美子

植 野 真理子

◎乳児保育リ－ダ－

◎保護者支援・子育て支援リ－ダ－

１.共同遊具の整理保存。

調

理

員

中 松 幸 美

篠 原 一 久

渕 上 誠 子

１. 給食献立表の作成及び整理。

◎食物アレルギ－リ－ダ－

２.調理の実施。 ３.炊具食器の保管。

４.給食人員の調査。 ５.水質、プロパンガスの保管。

嘱

託

医

真 鍋 一 孝

蓑 田   亮

１.園児及び職員の健康に関する診断。

２.園児及び職員の健康に関する指導及び計画。

３.園舎の衛生に関する助言。

備

考

全 職 員

１.主任保育士及び保育士は、組を担任、補佐し保育に従事す

るとともに研究研鑽に勤め、上記の職務を分担し、当保育所

運営管理の万全に寄与するものとする。

２.以上のごとく業務を分担するが、各人は連絡を密にし、業

務の円滑を記するものとする。



令和５年度  職 務 分 担 表 津南保育園

園

長 福 田 研 二
１.園の経営管理。 ２.園の事務管理。

３.保育計画の立案及び保育業務の管理。

４.職員の管理及び指導育成に関する事項。

５.苦情相談責任者。

園 

長

福 田 研 二
１.保健衛生に関する計画並びに指導。

２.特別行事に関する計画の作業及び指導。

３.園舎の管理。 ４.官署、保護者会その他外部組織との連

携。

５.園の事務に関する事項。 ６.調理献立表の作成及び指導。

主

任

保

育

士

林   裕 子

◎主任保育士

１.指導計画（保育年案、月案、週案、日案）

２.給食の監督及び指導。

３.保健衛生に関する指導。

４.園舎内外の清掃及び整備。

◎苦情相談担当者

◎小口現金担当者及び現金取扱担当者

◎通帳管理保管責任者

保 

育

士

鶴 田 敬 子

永 野 琴 星

山 田 真梨子

１.園舎内外の清掃整備に関する事項。

◎保護者支援・子育て支援リ－ダ－

◎傷害児保育リ－ダ－

◎幼児保育リ－ダ－

事

務

松 田 真 理
◎専門リ－ダ－

◎出納責任者

◎安全衛生推進者

◎現金取扱担当者。

保

育

士

椎 原 美 紀

前 川 恵 実

伊 藤 百 恵 

１. 医薬品の整備保管。

◎保健衛生・安全対策リ－ダ－

◎保健衛生・安全対策リ－ダ－

福 山 小百合

岡 田 里 美

◎障害児保育リ－ダ－

１.園舎の保全に関する事項

中 村 早百合

大 森 きよ子

◎保育実践リ－ダ－

１.屋外及び屋内遊具等の安全に関する事項。

谷 口 玲 佳

塘 添 仁 子

竹 永 明 美

◎専門リ－ダ－

◎乳児保育リ－ダ－

１.共同遊具の整理保存。

調

理

員

林 田 めぐみ

宮 本 実亜子

◎食物アレルギ－リ－ダ－

◎食物アレルギ－リ－ダ－

１.給食献立表の作成及び整理。２.調理の実施。 ３.炊具食器

の保管。４.給食人員の調査。５.水質、プロパンガスの保管。

嘱

託

医

深 水   良 

鶴 野 剛 士

１.園児及び職員の健康に関する診断。

２.園児及び職員の健康に関する指導及び計画。

３.園舎の衛生に関する助言。

備

考

全 職 員

１.主任保育士及び保育士は、組を担任、補佐し保育に従事す

るとともに研究研鑽に勤め、上記の職務を分担し、当保育所

運営管理の万全に寄与するものとする。

２.以上のごとく業務を分担するが、各人は連絡を密にし、業

務の円滑を記するものとする。



令 和 ５ 年 度  １ 日 の 保 育 計 画 表 水 俣 保 育 園
未   満   児 時 間 以   上   児

→ 〇 視 診

登   登 園 し た ら ひ ま わ り へ

入 室 Ｔ Ｖ 視 聴

園 ○ 視 聴 後 は 各 保 育 室 へ

入 室

７ ： ０ ０

８ ： ０ ０

８ ： ３ ０

９ ： ０ ０

３ ０

１ ０ ： ０ ０

３ ０

１ １ ： ０ ０  

３ ０

１ ２ ： ０ ０

１ ３ ： ０ ０

１ ４ ： ０ ０

１ ５ ： ０ ０

３ ０

１ ６ ： ０ ０

→ 〇 視 診

登   登 園 し た ら ひ ま わ り へ

入 室 Ｔ Ｖ 視 聴

園 ○ 視 聴 後 は 各 保 育 室 へ

入 室

→ 全 園 児 保 育 室 へ → 全 園 児 保 育 室 へ

お か た づ け 排 泄 お か た づ け

リ ズ ム 体 操 リ ズ ム 体 操

☆ 交 通 安 全 ３ つ の お 約 束

☆ 色 の 反 射 あ そ び

☆ 防 火 の ち か い

  朝 の お あ つ ま り

○ 視 診 ○ 出 欠 調 べ 戸 外 遊 び 朝 の お 集 ま り

中 心 的 活 動  

リ ズ ム 教 室

１０ 時 の お や つ   排 泄 朝 の お 集 ま り

中 心 的 活 動  あ   そ   び

昼 食昼   食

 排 泄

午  睡

 ひ ま わ り

 (3才 ) 

う   め

  (4才 ) 

さ く ら

  (5才 ) 

午 睡

月 曜 ･水 曜  金 曜

午 睡

  火 曜 ･木 曜 ･ 

活 動

午 後 の

活 動

か た づ け

３ 時 の お や つ ３ 時 の お や つ

○ 降 園 の お 集 ま り

○視   診   排 泄

○ 降 園 の お 集 ま り

○ 視   診

順に 降 園  順 に 降 園  

  4:40～ 5:00 ひ ま わ り 組 入 室

月 曜 ･水 曜 ･金 曜   紙 芝 居 、 絵 本  

３ ０    4:40～ 5:00 ひ ま わ り 組 入 室

月 曜 ･水 曜 ･金 曜   紙芝 居 、 絵 本

火 曜 ･土 曜  ビ デ オ 、 テ レ ビ  １ ７ ： ０ ０  火 曜 ･土 曜 ビ デ オ 、 テ レ ビ

当 番 保 育 士 に て   １ ８ ： ０ ０ 以 降 当 番 保 育 士 に て



令 和 ５ 年 度   津 南 保 育 園 年 間 行 事 計 画
月  行   事   予   定

４   月  

楽し い 保 育 園

新し い お 友 達

入 園 式   消 防点検 参 加   交 通キャ ン ペ － ン

誕 生 会   避 難訓練   交 通 教 室   身体 測 定

５   月  

元気 な 子 ど も

お 見 知 り 行 事   定 期 健 康 診 断   母 の 日   子 どもの 日

誕 生 会   避 難訓練   交 通 教 室   身体 測 定

６   月  

じょ う ぶ な 体

保 育 参 観 （ 年 長 のみ ）   父 の 日

誕 生 会   避 難訓練   交 通 教 室   身体 測 定

７   月

夏 が き た

プ － ル 開 き ・ 水 遊び   水 俣 市 「恋龍 祭 」 参 加   七夕

誕 生 会   避 難訓練   交 通 教 室   身体 測 定

８   月

水 あ そ び

津 奈 木 町 「 夏 祭 り」 水 俣 ・ 津 南 さく ら 組 合 同 キ ャ ンプ

誕 生 会   退 避訓練   交 通 教 室   身体 測 定

９   月  

楽し い 運 動 会

運 動 会   年 長児体 験 旅 行   交通安 全 推 進 キ ャ ン ペ－ ン

誕 生 会   避 難訓練   交 通 教 室   身体 測 定

１０   月

体を 鍛 え る

定 期 健 康 診 断   園 外 保 育 タッチ 運 動

誕 生 会   避 難訓練   交 通 教 室   身体 測 定

１１   月

秋 の 野 山

水 俣 市 「 総 合 物 産展 」 津 奈 木 町 「ふ れ あ い 祭 り 」 園外 保 育

誕 生 会   避 難訓練   交 通 教 室   身体 測 定  

１２   月

年 の 暮 れ

ク リ ス マ ス   もち つ き   終 業式

誕 生 会   避 難訓練   交 通 教 室   身体 測 定

１   月  

お正 月 あ そ び

お 正 月   ぜ んざい 会   七 草   成 人 の 日

誕 生 会   避 難訓練   交 通 教 室   身体 測 定

２   月

お 遊 戯 会

お 遊 戯 発 表 会   記 念 写 真 撮 影   節 分

誕 生 会   避 難訓練   交 通 教 室   身体 測 定

３   月  

  進 級 の 喜 び

卒 園 遠 足 保 育 参観 ひ な ま つ り 会 卒園 式 春 分の日

誕 生 会   避 難訓練   交 通 教 室   身体 測 定



令 和 ５ 年 度  １ 日 の 保 育 計 画 表  津 南 保 育 園
未   満   児 時 間 以   上   児

→ 〇 き く 組 にて Ｔ Ｖ 視 聴

登

通園 バ ス 到 着

園 ○ 視 診

７ ： ０ ０

８ ： ２ ０

８ ： ３ ０

９ ： ０ ０

９ ： ３ ０

１ ０ ： ０ ０

３ ０

１ １ ： ０ ０  

３ ０

１ ２ ： ０ ０  

１ ３ ： ０ ０

１ ４ ： ０ ０

３ ０

１ ５ ： ０ ０

４ ５

１ ６ ： ０ ０

→ 〇 き く 組 に て Ｔ Ｖ 視 聴

登

通 園 バ ス 到 着

園 ○ 視 診

→ 全 園 児 保 育室 へ → 全 園 児 保 育 室 へ

お か た づ け お か た づ け

リ ズ ム 体 操 リ ズ ム 体 操

☆ 交 通 安 全 ３ つ の お 約 束

☆ 色 の 反 射 あ そ び

☆ 防 火 の ち か い  朝 の お あ つ まり

○ 視 診 ○ 出 欠 調 べ 戸 外 遊 び 朝 の お 集 ま り

中 心 的 活 動  

リ ズ ム 教 室

１０ 時 の お や つ   排 泄 朝 の お 集 ま り

あ   そ   び 中 心 的 活 動

昼   食   排 泄 昼 食

午  睡

 ひ ま わ り

 (3才 ) 

う   め

  (4才 ) 

さ く ら

  (5才 ) 

午 睡

月 曜 ･水 曜

午 睡

火 曜 ･木 曜 ･金 曜

活 動

午 後 の

活 動

か た づ け

３ 時 の お や つ ３ 時 の お や つ

○ 降 園 の お 集 ま り

○ 視   診

○ 降 園 の お 集 ま り

○ 視   診

きく 組 の

  排 泄

バス 通 園 児 き く 組 の バ ス 通 園 児

部屋 に 入 室 ○ 整 列

○ 順 次 バ ス 乗 車

  ３ ０

１ ７ ： ０ ０

部 屋 に 入 室 ○ 整  列

○ 順 次 バ ス 乗 車

順次 降 園 順 次 降 園

○ 出 発 ○ 出  発

～  
当 番 保 育 士 に お い て   １ ８ ： ００以 降   当 番 保育士 に お い て



 令和５年度  保  育  計  画  書

 保育の目標

 健 康 で 明 る く 何 で も 進 ん で や る 子    友 達 と 仲 良 く 遊 べ る 思 い や り の あ る 子  

 自 然 に 親 し み 伸 び 伸 び と し た た く ま し い 子   親 し み 安 ら ぎ の あ る み ん な が 楽 し く な る 保 育 園  

 保育の内容  ６  月  ま  で  １年３月まで

 保

 育

 の

 ねらい

 個 々 の 子 ど も の 健 康 と 安 全 保 持  個 々 の 子 ど も の 健 康 と 安 全 保 持  

  個 々 の 子 ど も の 甘 え な ど 依 存 欲 求 を 満 た し ､情 緒 の 安 定

図 る 離 乳 を 進 め ､様 々 な 食 品 に 慣 れ さ せ な が ら 幼 児 食 に 移 行

を 図 る  

 笑 っ た り 泣 い た り す る 子 の 状 況 に や さ し く 応 え ､発 生 に

応 答 し な が ら な ん 語 を 育 む  

  安 心 で き る 人 的 ､物 的 環 境 の 下 で 運 動 ､活 動 を と ら え 、

聞 く ､見 る 等 感 覚 の 動 き が 豊 か に な る よ う に す る  

 歩 行 や 言 葉 の 発 音  

  や さ し く 語 り か け ､発 生 や な ん 語 に 応 答 し た り し て 発 語

の 意 欲 を 育 て る  

 聞 く 見 る 触 る な ど の 経 験 を 通 じ て 感 覚 や 手 や 指 の 機 能 を

動 か そ う と す る  

  絵 本 や 玩 具 ､身 近 な 生 活 用 具 を 用 意 し ､興 味 関 心 ､好 奇

心 が 芽 生 え る ｡ 

 基礎的

 事 項

 個 々 の 子 ど も の 健 康 状 態 の 把 握 ､異 常 の 場 合 の 適 切 な 対

応  

 個 々 の 子 ど も の 身 体 発 育 状 態 を 的 確 に 把 握  

 個 々 の 子 ど も の 身 の 回 り を 常 に 清 潔 の 状 態 に お く  

 個 々 の 子 ど も の 生 理 的 欲 求 を 満 た し 乳 児 は 抱 い て 微 笑

を ､や さ し く 言 葉 か け ､ゆ っ た り し た 気 持 ち を 持 た せ 気 持 ち

良 い 生 活 が で き る よ う に す る  

 個 々 の 子 ど も の 健 康 状 態 を 把 握 し ､異 常 の あ る 場 合 に 適

切 に 対 応 す る  

 個 々 の 子 ど も の 身 体 発 育 状 態 を 的 確 に 把 握 す る  

 体 ､衣 服 ､身 の 回 り に あ る も の を 常 に 清 潔 の 状 態 に お く  

 個 々 の 子 ど も の 生 理 的 欲 求 を 満 た し 保 母 の 優 し い 言 葉 か

け に よ り 気 持 ち 良 い 生 活 が 出 来 る よ う に す る  

  喜 ん で 食 事 が 出 来 る よ う に 離 乳 を 進 め な が ら 次 第 に 幼 児

食 に 移 行 す る  

  個 々 の 子 ど も の 生 活 ﾘｽﾞﾑを 大 切 に し な が ら 安 心 し て

十 分 眠 る こ と が 出 来 る よ う に す る  

  お む つ を 汚 し た ら ､小 ま め に 取 替 え 心 地 好 さ を 感 じ さ せ る

こ こ と が

 内

 容

 健 康

 人 間

 関 係

 環 境

 ことば

 表 現

 個 々 の 子 ど も の 状 態 に 応 じ 健 康 増 進 を 図 る  

ﾐﾙｸ以 外 の 味 や ｽﾌﾟ-ﾝ飲 む こ と に 慣 れ る よ う に 個 々

の 子 ど も の 状 態 に 応 じ 離 乳 を 開 始 す る  

  個 々 の 子 ど も の 生 活 ﾘｽﾞﾑを 大 切 に し な が ら 安 心 し て

眠 れ る よ う 環 境 を 整 え る  

  お む つ が 汚 れ た ら 優 し く 言 葉 か け を し な が ら 小 ま め に 取

り 替 え 清 潔 に な っ た 心 地 好 さ を 感 じ る こ と が で き る よ う に す

る   

  清 潔 で 肌 触 り の 良 い ゆ っ た り と し た 衣 服 を 着 せ ､快 適 に

過 ご せ る  

  優 し く 言 葉 か け を し た り ､泣 き 声 や な ん 語 に 応 え な が ら

楽 し い も の と し ､見 た り ､聞 い た り ､触 る 玩 具 な ど で 遊 び を

楽 し む  

 個 々 の 子 ど も の 状 態 に 応 じ 健 康 増 進 を 図 る  

 摘 む ､叩 く 引 っ 張 る な ど 手 や 指 を 使 っ て 遊 ぶ  

 食 事 の 前 後 顔 や 手 を 洗 い 清 潔 の 心 よ さ を 喜 ぶ よ う に す る  

 室 内 外 の 温 度 や 温 度 の 調 節 と 衣 服 の 調 節  

 寝 返 り ､ﾊｲﾊｲ､座 り ､伝 い 歩 き ､立 つ ､歩 く 状 態 に あ

っ た 活 動 を  

  や さ し く 語 り か け 発 生 や な ん 語 で 応 答 し た り し て 発 語 の

意 欲 を 育 て る  

 歌 を 楽 し ん で 聞 い た り ､歌 や ﾘｽﾞﾑに 合 わ せ て 手 足 を 動

か す  

 玩 具 や 身 の 回 り の 物 や 絵 本 で 一 人 遊 び を 十 分 楽 し む  

  生 活 や 遊 び の 中 で 保 母 の す る こ と に 興 味 を 持 ち 模 倣 し た

り す る  



 本年度の重点目標  みんなが楽しくなる保育園

 保

 育

 の

 ねらい

 ２  歳  ま  で  ２  歳  児

 健 康 と 安 全 維 持 併 せ て 情 緒 の 安 定 を 図 る

  個 々 の 子 ど も の 生 理 的 欲 求 や 甘 え な ど の 依 存 欲 求 を 満 た し

様 々 な 食 品 や 調 理 形 態 に 慣 れ 楽 し い 雰 囲 気 の 下 で 食 べ る こ と が

で き る よ う に す る  

 健 康 と 安 全 維 持 及 び 個 々 の 子 ど も の 欲 求 を 満 た し 情 緒 の 安

定 を 図 る

 楽 し ん で 食 事 間 食 を と る こ と が 出 来 る  

 食 事 排 泄 な ど 簡 単 な 身 の 回 り の 活 動 を 自 分 で し よ う と す る

 運 動 の 発 達 ､言 葉 の 修 得 ､友 達 へ の 関 心

  安 心 で き る 保 母 と の 下 で 自 由 な 活 動 を 十 分 に 行 い 体 を 動 か

す こ と を 楽 し み 様 々 な 遊 び を 通 し て 子 ど も 相 互 の か か わ り を 持

つ 身 の 回 り の 様 々 な も の を 自 由 に い じ っ て 遊 び 外 界 に 対 す る 好

奇 心 や 関 心 を 持 つ  

 保 育 士 の 話 し か け 等 に よ り 言 葉 を 使 う こ と を 楽 し む  

 絵 本 や 玩 具 な ど 興 味 を も っ て 遊 び 身 近 な 音 楽 に 親 し み そ れ

に 合 わ せ た 体 の 動 き を 楽 し む

 運 動 機 能 の 伸 長  模 倣 活 動   表 現 行 為 の 芽 生 え  

 全 身 や 手 や 指 を 使 う 遊 び を 楽 し み 友 達 と か か わ り を も っ て

遊 ぶ

 生 活 や 遊 び の 中 で 言 葉 の や り と り を す る

  小 動 物 や 植 物 を 見 た り 触 れ た り 話 を 聞 い た り し て 興 味 関 心

を 広 げ る  

 人 や 動 物 な ど の 模 倣 を し た り 経 験 し た こ と を 思 い 浮 か べ

ｺﾞｯｺ遊 び や 好 き な よ う に 表 現 し て 遊 ぶ

 基礎的

 事 項

 個 々 の 子 ど も の 健 康 状 態 を 把 握 し ､異 常 あ る 場 合 の 適 切 な

対 応 及 び 身 体 発 育 状 況 の 把 握 ､ 

 体 ､衣 服 ､身 の 回 り の 物 を 常 に 清 潔 に し て お く

  子 ど も と の 信 頼 関 係 を 深 め ､自 分 の 気 持 ち を 安 心 し て 表 す

こ と が 出 来 る よ う に す る  

 楽 し い 雰 囲 気 の 中 で 昼 食 間 食 が 食 べ ら れ る よ う に ｽﾌﾟ-ﾝ

や ﾌｫ-ｸを 使 っ て 一 人 で 食 べ よ う と す る 気 持 ち を 持 つ よ う す

る  

個 々 の 子 ど も の 生 活 ﾘｽﾞﾑを 大 切 に し 安 心 し て 昼 寝 等 を し

適 切 な 休 息 を と る  

 お む つ 等 汚 れ た ら 優 し く 言 葉 か け を し 取 替 え 奇 麗 に な っ た

快  

 

  個 々 の 子 ど も の 健 康 状 態 発 育 状 態 を 把 握 し 異 常 あ る 場 合 の

適 切 な 対 応 身 の 回 り の 安 全 や 清 潔 を す こ し づ つ 気 付 く よ う に す

る  

 子 ど も と の 信 頼 関 係 を 深 め 自 分 の 気 持 ち を 安 心 し て 表 す こ と

 が 出 来 る よ う に 楽 し い 雰 囲 気 の 中 で の 食 事 を し 嫌 い な も の も

少 し ず つ 食 べ ら れ る よ う に ､食 事 後 う が い を す る  

 落 ち 着 い た 雰 囲 気 の 中 で 十 分 眠 る

 保 育 士 の 見 守 る 中 で 自 分 で 排 泄 を す る

  簡 単 な 衣 服 は 一 人 で 脱 ぐ こ と が で き る よ う に な り ､ 手 伝 っ

て も ら い な が ら 一 人 で 着 る よ う に す る  

 顔 を ふ く ､ 手 を 洗 う ､ 鼻 を か む な ど 少 し ず つ 自 分 で す る よ

う

 内

 容

味 を 持 て る よ う に す る

  食 事 の 前 後 汚 れ た 顔 や 手 を 洗 い 奇 麗 に な っ た 快 さ を 感 じ る

こ と が で き る 便 器 で の 排 泄 に 慣 れ る よ う に す る  

  走 る ､飛 ぶ ､､登 る ､押 す ､引 っ 張 る な ど 全 身 を 使 う 運 動 や

 ､つ ま む ､丸 め る ､め く る な ど 手 や 指 を 使 う 遊 び を 楽 し む  

  自 分 の 物 ､ 人 の 物 の 区 別 に 気 付 く よ う に な る ｡ 適 切 な 援 助

に よ り 自 分 の 置 き 場 所 が 分 か る  

 保 育 士 の 仲 立 ち に よ っ て 共 同 遊 具 を 使 っ て 遊 ぶ  

 小 動 物 植 物 乗 物 な ど に 触 れ 興 味 好 奇 心 を 持 ち 探 索 や 模 倣 活

動 を し て 遊 ぶ

  生 活 に 必 要 な 簡 単 な 言 葉 を 聞 き 分 け ､ 様 々 な 出 来 事 に 関 心

を 示 し 言 葉 で 表 す  

 簡 単 な ｺﾞｯｺ遊 び を す る 中 で 言 葉 の や り と り を 楽 し む

  絵 本 紙 芝 居 V TR を 楽 し ん で 見 た り 聞 い た り 繰 り 返 し の あ

る 言 葉 の 真 似 を 楽 し む  

 水 ､砂 ､土 ､紙 な ど の 素 材 に 触 れ 楽 し む  

 簡 単 な 歌 や 手 遊 び を し た り ､ ﾘｽﾞﾑに 合 わ せ て 体 を 動 か

し て 遊 ぶ

 健 康

 人 間

 関 係

 環 境

 ことば

 表 現

 登 る ､降 り る ､飛 ぶ ､く ぐ る ､押 す ､引 っ 張 る な ど の 運 動  

 を 取 り 入 れ た 遊 び や ､ い じ る ､ た た く ､ つ ま む ､ 転 が す な ど

手  

 や 指 を 使 う 遊 び を 楽 し む

 外 遊 び ､一 人 遊 び を 十 分 楽 し み ､好 き な 玩 具 や 道 具 ､自 然  

 物 に 自 分 か ら か か わ り 十 分 に 遊 ぶ  

 保 育 士 の 話 し か け を 喜 ん だ り ､自 分 か ら 片 言 で し ゃ べ り

を 楽 し む  

 興 味 あ る 絵 本 を 保 母 と 一 緒 に 見 な が ら 簡 単 な 言 葉 の 繰 り

返 し や 模 倣 し た り し て 遊 ぶ  

保 育 士 と 一 緒 に 歌 っ た り 簡 単 な 手 遊 び を し た り 体 を 動 か

し た り し て 遊 ぶ
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 保育の目標

  健 康 で 明 る く 何 で も 進 ん で や る 子  友 達 と 仲 良 く 遊 べ る 思 い や り の あ る 子

 自 然 に 親 し み 伸 び 伸 び と し た た く ま し い 子  親 し み 安 ら ぎ の あ る み ん な が 楽 し く な る 保 育 園

 保育の内容  ３   歳   児  ４   歳   児

 保

 育

 の

 ねらい

 基 本 的 生 活 習 慣 (食 事 排 泄 睡 眠 衣 服 の 着 脱 等 ) が 身 に 付 く

よ う ､自 分 の こ と は 自 分 で す る 自 主 の 始 ま り

  健 康 と 安 全 を 保 持 し ､個 々 の 子 供 の 欲 求 を 満 た し 情 緒 の 安

定 を 図 る  

 自 立 の 態 度 -自 分 で 出 来 る 喜 び を 持 ち な が ら 健 康 安 全 な ど

生 活 に お け る 基 本 的 生 活 習 慣 を 身 に つ け る

  友 達 と 楽 し く 食 事 を し た り 様 々 な 食 べ 物 を 食 べ る 楽 し さ を

味 わ い 併 せ て 適 切 な 休 息 を さ せ 集 団 生 活 に よ る 緊 張 の 緩 和 を 図

る  

 集 団 生 活 へ の 適 応 の 初 歩 ､異 年 齢 と の か か わ り を 持 ち ､ 外

遊  

 び を 十 分 す る な ど 遊 び の 中 で 体 を 動 か す ､友 達 と 遊 ぶ 楽 し さ

を 味 わ う  

  身 近 な 環 境 に 興 味 を 持 ち ､自 分 か ら か か わ り 生 活 を 広 げ る

と 共 に ､し た い こ と ､し て 欲 し い こ と を 言 葉 で 表 す  

  絵 本 ､ 童 話 ､ 視 聴 覚 教 材 な ど 又 ､ 自 然 事 象 そ の 他 体 験 さ せ

感 じ た こ と ､思 っ た こ と を 自 由 に 表 現 し よ う と す る  

 成 就 の 喜 び の 体 験    異 年 齢 と の か か わ り を 持 つ

  身 近 な 動 植 物 や 自 然 事 象 に 親 し み ､身 近 な 社 会 事 象 に も 愛

情 や 関 心 を 持 つ  

 身 の 回 り の 事 柄 や 数 ､ 量 ､ 形 な ど 関 心 を 持 ち ､ 人 の 話 を 聞

い た り ､経 験 し た こ と ､思 っ て い た こ と ､感 じ た こ と ､想 像 し

た こ と を 言 葉 で 伝 え ら れ る  

  絵 本 ､童 話 ､視 聴 覚 教 材 な ど 見 た り 聞 い た り し て ｲﾒ-ｼﾞ

を 広 げ 言 葉 を 豊 か に す る  

  個 々 の 子 ど も の 気 持 ち を 理 解 し ､信 頼 関 係 の 中 で 自 分 の 気

持 ち や 考 え を 安 心 し て 表 す こ と が 出 来 る な ど 情 緒 安 定 し た 生 活

が 出 来 る よ う 環 境 保 健 安 全 に 留 意 し 快 適 な 生 活 が 出 来 る よ う に

す る  健 康 -友 達 と 一 緒 に 食 事 を し 嫌 い な 食 べ 物 も 少 し ず つ 食

べ よ う と す る  

  鼻 を か ん だ り ､顔 や 手 を 洗 う な ど 体 を 清 潔 に し ､ 体 に 異 常

の と き は 自 ら 訴 え る  

 進 ん で 外 で 体 を 十 分 動 か し て 遊 ぶ

  人 間 関 係 -自 分 の し た い と 思 っ て い る こ と を し て ､ 欲 し い

こ と を は っ き り と い う  

 友 達 と 楽 し く 遊 ぶ 中 で き ま り を 守 り ､友 達 の 考 え て い る こ

と も 理 解 し ､い た わ り や 思 い や り の 気 持 ち を 持 ち 手 伝 っ た り ､

人  

 基礎的

 事 項

  食 事 排 泄 睡 眠 な ど 生 理 的 欲 求 を 満 た さ れ 快 適 な 生 活 や 遊 び

が 出 来 る よ う に 個 々 の 子 ど も の 健 康 発 育 状 態 を 把 握 し 異 常 の あ

る  

 場 合 の 適 切 な 処 置

  保 育 士 と の 信 頼 関 係 の 中 で 自 分 の 気 持 ち を 安 心 し て 表 す こ

と が 出 来 る ､情 緒 安 定 し た 生 活 が 出 来 る よ う に  

 健 康

 健 康 -楽 し い 雰 囲 気 の 中 で 様 々 な 食 べ 物 を 食 べ よ う と す る  

 排 尿 ､排 便 は 失 敗 す る こ と が あ っ て も 一 人 で い き 一 人 で す

る  

 外 で 十 分 体 を 動 か し た り 様 々 な 遊 具 や 用 具 を 使 っ た り し て

遊 ぶ

 休 息 を 十 分 と り 手 洗 い な ど 清 潔 を 保 ち ､体 に 異 常 あ る と き

 内

 容

に 親 切 に す る こ と を 喜 ぶ

 共 同 の 物 を 大 切 に し ､譲 り 合 う 気 持 ち を 持 つ  

  環 境 -身 近 な 動 植 物 を 世 話 し た り し て 愛 情 を 持 ち ､ 自 然 や

自 然 事 象 に 触 れ ､驚 い た り 感 動 し た り し て 興 味 関 心 を 深 め る  

 身 近 な 乗 り 物 に 興 味 を 持 ち ､交 通 機 関 に 興 味 を も っ て 遊 び

の 中 に 取 り 入 れ る

 自 分 の 物 と 人 の 物 ､共 同 の 物 に 気 付 き 大 切 に し よ う と す る

  具 体 的 な 物 を 通 し て 数 や 量 な ど に 関 心 を 持 ち 数 え た り 比 べ

た り す る こ と を 楽 し む  

 言 葉 - 日 常 生 活 に 必 要 な 挨 拶 を し た り 友 達 と の 会 話 を 楽 し

み ､見 た こ と 聞 い た こ と を 話 し た り 疑 問 に 思 っ た こ と を 尋 ね る  

 表 現 - 様 々 な 音 色 ､ 形 ､ 手 触 り ､動 き に 気 付 き 驚 い た り 感

動  

 し た り す る

  友 達 と 一 緒 に 音 楽 を 聞 い た り ､ 歌 っ た り ､ 体 を 動 か し た

り ､楽 器 を 鳴 ら し た り す る  

  絵 本 ､童 話 ､視 聴 覚 教 材 な ど 見 た り ､聞 い た り ｲﾒ-ｼﾞを

広  げ て 遊 ぶ 感 じ た こ と ､思 っ た こ と ､想 像 し た こ と を 様 々 な

素 材 や 用 具 を 使 っ て 自 由 に 描 い た り 作 っ た り し て 楽 し む

 人 間

 関 係

人 間 関 係 -保 母 に 親 し み を 持 ち 安 心 感 を も っ て 生 活 し ､友 達

と ｺﾞｯｺ遊 び な ど 楽 し む  

 簡 単 な 約 束 を 守 り ､簡 単 な 手 伝 い や あ と か た づ け を す る

 環 境

 環 境 -動 物 や 自 然 事 象 を 良 く 見 た り 触 れ た り し て 親 し み や

愛 情 を 持 ち 驚 い た り 感 動 し た り す る

  自 分 の 物 ､ 人 の 物 ､ 共 同 の 物 の 区 別 を 知 り ､ 用 具 材 料 に 触

れ 簡 単 な 遊 び を す る  

 言 葉

 言 葉 -挨 拶 ､返 事 な ど 生 活 や 遊 び に 必 要 な 言 葉 を 使 う

  自 分 の 思 っ た こ と ､感 じ た こ と を 言 葉 で 表 し ､ や り と り を

楽 し む  

 表 現

 表 現 - 身 の 回 り の 音 色 ､ 形 ､ 手 触 り ､ 動 き に 気 付 い た り 楽

し  

 ん だ り す る

  絵 本 童 話 ､視 聴 覚 教 材 (VTR)等 親 し み を 持 ち 興 味 を 持 っ  

 た こ と を 保 母 と 一 緒 に 言 っ た り 歌 っ た り 様 々 な 表 現 を し て 遊



 本年度の重点目標  みんなが楽しくなる保育園

 ５  歳  児  ６  歳  児

 保

 育

 の

 ねらい

  自 主 自 立 の 態 度 ､生 活 習 慣 の 拡 大 -自 分 で 出 来 る 範 囲 を 広

げ な が ら 健 康 安 全 な ど 生 活 に 必 要 な 基 本 的 生 活 習 慣 を 身 に つ け

る 意 欲 的 な 活 動 を す る  

 意 欲 的 活 動 と 自 主 協 調

  食 べ 物 の 好 き 嫌 い を 言 わ な い で 楽 し ん で 食 事 や 間 食 を と

り ､健 康 や 生 活 に 必 要 な 安 全 や 基 本 的 習 慣 や 態 度 を 身 に つ け る  

  様 々 な 遊 具 や 用 具 を 使 い 集 団 遊 び や 複 雑 な 行 動 を 起 こ す な

ど 様 々 な 遊 び を 楽 し み ､集 団 の な か で 自 己 主 張 し た り ､人 の 立

場 を 考 え な が ら 行 動 し た り 又 ､異 年 齢 の 子 ど も と も 楽 し く 遊 ぶ

  日 常 生 活 の 中 か ら 読 み ､ 書 き ､ 数 え る ､ 形 な ど の 関 心 を 深

め ､絵 本 ､童 話 ､視 聴 覚 教 材 な ど 見 た り 書 い た り し て 内 容 や お

も し ろ さ を 楽 し み ､ｲﾒ-ｼﾞを 豊 か に す る 又 ､身 近 な 社 会 や 自

然 事 象 に 関 心 が 高 ま り 様 々 な も の の 面 白 さ ､不 思 議 さ ､美 し さ

な ど に 対 し 感 性 を 豊 か に す る ｡又 ､感 じ た こ と 思 っ た こ と 想 像

し た こ と な ど を 工 夫 し て 様 々 な 方 法 で 表 現 す る  

 進 ん で 異 年 齢 の 子 ど も 達 と か か わ り 生 活 や 遊 び な ど 役 割 分

担 し 楽 し さ を 味 わ う

  身 近 な 自 然 な ど 自 ら か か わ り 様 々 な 動 物 や 事 象 と 自 分 達 の

生 活 の 関 係 に 気 付 き 生 活 経 験 を 広 げ る  

  人 と 話 し 合 う こ と を 楽 し み ､身 近 な 文 字 に 関 心 を 深 め ､ 読

ん だ り す る 楽 し さ を 味 わ う  

  感 じ た こ と ､思 っ た こ と ､想 像 し た こ と を 工 夫 し て 目 標 を

も っ て 様 々 な 方 法 で 表 現 す る  

 保 育 士 と の 信 頼 関 係 の 中 で 自 分 の 気 持 ち や 考 え を 安 心 し て

表 す 事 が 出 来 る な ど 情 緒 安 定 し た 生 活 が 出 来 る よ う に す る

  食 事 ､ 排 泄 ､ 睡 眠 ､ 休 息 な ど 満 た さ れ ､ 快 適 な 生 活 や 遊 び

が 出 来 る よ う に す る  
 基礎的  
 事  項

 保 育 士 と の 信 頼 関 係 の 中 で 自 分 の 気 持 ち や 考 え を 安 心 し て

表 す 事 が 出 来 る な ど 情 緒 安 定 し た 生 活 が 出 来 る よ う に す る

  食 事 ､ 排 泄 ､ 睡 眠 ､ 休 息 な ど 満 た さ れ ､ 快 適 な 生 活 や 遊 び

が 出 来 る よ う に す る    健 康 -食 べ 物 と 体 の 関 係 に 関 心 を 持 っ て 食 事 し ､ 運 動 や 食

事 後 静 か に す る 休 息 が 分 か り ､又 ､清 潔 に す る こ と が 病 気 予 防

と し て の 関 係 が 分 か り ､体 ､衣 服 ､持 ち 物 の 清 潔 に す る 仕 方 を

身 に つ け る

 自 分 の 目 標 に 向 か っ て 努 力 し ､積 極 的 に 様 々 な 運 動 を す る

  人 間 関 係 -友 達 の 関 係 で 意 欲 的 に 生 活 や 遊 び を 楽 し み ､ 集

団 遊 び の 楽 し さ が 分 か り ﾙ-ﾙを 作 っ た り 守 っ た り 自 分 の 立 場

 健 康  

 健 康 -友 達 と 一 緒 に 楽 し ん で 食 事 を し ､ 食 事 の 仕 方 が 身 に

つ き 体 と 食 物 の 関 係 に 関 心 を 持 つ

  友 達 と 一 緒 に 様 々 な 運 動 や 遊 び を し ､ 積 極 的 に 外 で 遊 び

様 々 な 運 動 器 具 に 進 ん で 取 り 組 み 工 夫 し て 遊 ぶ  

  人 間 関 係 -友 達 な ど 安 定 し た 関 係 の 中 で 意 欲 的 に 遊 び ､ 簡

単 な ﾙ-ﾙを 作 り 出 し て 友 達 と 一 緒 に 遊 び ､友 達 へ の 親 し み を

広

 人 間
 関 係

 内

 容

し ん だ り す る 又 ､人 に 迷 惑 を 書 け な い よ う 人 の 立 場 を 考 え て 行
動 し ､異 年 齢 の 子 ど も と の か か わ り を 持 ち 愛 情 を 持 つ

  環 境 -身 近 な 動 植 物 を い た わ り 世 話 し ､ 自 然 事 象 に 親 し み

美 し さ 不 思 議 さ に 気 付 く  

  物 を 数 え た り ､順 番 を 言 っ た り ､生 活 の 中 で 前 後 左 右 遠 近

な ど 関 心 を 持 つ

  言 葉 -親 し み を 持 っ て 日 常 の 挨 拶 を し ､ 名 前 や 日 常 生 活 に

必 要 な 言 葉 を 使 う  

  人 の 話 を 聞 き ､相 手 に 分 か る よ う に 話 し た り 考 え た こ と ､

経 験 し た こ と を 話 し 合 う  

 生 活 に 必 要 な 文 字 に 関 心 を 持 つ  

 表 現 - 様 々 な 音 ､ 形 ､ 手 触 り ､ 動 き に 関 心 を 持 ち 発 見 し た

り  

 感 動 し た り し て 楽 し む

  自 分 の 想 像 し た も の を 体 の 動 き や 言 葉 な ど で 表 現 し た り ､

興 味 を 持 っ た 話 出 来 事 を 表 し た り す る  

  友 達 と 一 緒 に 描 い た り ､ 歌 っ た り ､ 踊 っ た り ､ 楽 器 を 弾 い

た り 音 色 の 美 し さ や ﾘｽﾞﾑの 楽 し さ を 味 わ い ､ 様 々 な 素 材 や

用 具  

 を 利 用 し て 友 達 と 一 緒 に 描 い た り ､作 っ た り 又 ､回 り を 美 し

く す る こ と を 楽 し む  

  友 達 と 遊 び の 中 で 決 ま り の あ る 生 活 の 大 切 さ に 気 付 き ､年
齢 の 低 い 子 に 愛 情 を 持 ち い た わ る  

  環 境 -身 近 な 公 共 施 設 な ど の 役 割 に 興 味 関 心 を 持 ち 公 共 物

を 大 切 に す る  

 季 節 に よ り 自 然 や 人 間 性 活 に 変 化 の あ る こ と に 気 付 く

  身 近 に あ る 事 物 の 動 き や 仕 組 み に 関 心 を 持 ち 考 え た り 試 し

た り 工 夫 し た り し て 使 う と す る  

 身 近 な 物 を 整 理 し た り 整 頓 し た り し て 大 切 に す る  

 生 活 や 遊 び の 中 で 時 刻 時 間 に 関 心 を 持 ち 又 祝 祭 日 に 関 心 を

持  

 言 葉 -日 常 の 挨 拶 ､伝 言 ､質 問 ､応 答 ､報 告 が 上 手 に な る  

 日 常 生 活 に 必 要 な 標 識 や 文 字 に 関 心 を 持 つ

 表 現 - 音 楽 に 親 し み ､ み ん な と 一 緒 に 驚 い た り ､ 歌 っ た

り ､ 

 踊 っ た り ､弾 い た り し ､又 経 験 し た こ と 想 像 し た こ と を 創 造

的 に 描 い た り 作 っ た り す る  

  身 近 な 生 活 に 使 う 簡 単 な も の を 工 夫 し て 作 っ た り ､協 力 し

て 友 達 と 一 緒 に 描 い た り 作 っ た り し て 楽 し む  

  感 じ た こ と 想 像 し た こ と を 言 葉 や 体 ､ 音 楽 ､造 形 等 自 由 に

表 現 し た り し て 楽 し み ､身 の 回 り の 美 し い も の を 見 て 喜 び ､身

の 回 り を 美 し く し よ う と す る  

 環  境  

 言  葉

 表  現



水俣地区  幼児交通安全指導隊運営要綱

（目的）
第 １条  この要綱は、水俣地区交通安全協会（以下、「安全協会」という。）  

下部組織として活動する保育園児及び幼稚園児に対し、正しい交通ル－
ルとマナ－を身につけさせ、交通安全意識の高揚を図り、もって交通事
故の防止に寄与することを目的とする。

（事務局）
第  ２条   この水俣地区幼児交通安全指導隊（以下「指導隊」という。）に関す

 る事務は安全協会において行うものとする。  
（組織）
第 ３条  指導隊は、安全協会の管轄する保育園及び幼稚園の中から、水俣交通

安全協会長（以下「安全協会長」という。）が指名する。  
（事業）
第 ４条   指導隊は、第１条の目的を達成するため、関係機関、団体と緊密な連

 携の下に、次の活動を行う。
（１） 幼児交通安全指導隊として必要な交通安全研修。
（２） 交通安全に関する広報活動。
（３） 交通事故防止をすすめるための活動。
（４） その他、本組織の目的を達成するために必要な活動。

２   前項の具体的活動は、園長及び協会長の協議によって行う。  
（運営指導機関）  
第  ５条   指導隊は、安全協会、水俣警察署等からの運営指導を受ける。  
（指導者）  
第  ６条   指導隊の指導者は、第３条施設の役職員及び水俣警察署交通関係者を

 もってあてる。
（役員）
第 ７条   各支部指導隊に次の役員を置く。

 イ．  指導隊長     １  名。
 ロ．  副指導隊長    若干  名。

２  この指導隊に、顧問及び参与を置くことができる。
３  顧問、参与は安全協会長が委嘱する。
（役員会）  
第  ８条   役員会は、安全協会長、指導隊長及び副指導隊長をもって構成し、本

 指導隊の運営にあたる。  
２   役員会は、安全協会長が招集し、随時開催するものとする。  
（会計）  
第  ９条   この指導隊の運営は、補助金、寄付金その他の収入により運営する。
（決算）  
第１１条   この指導隊の会計年度は、毎年４月１日より翌年３月３１日までとし  

、第２条に定める事務局は、次の書類を作成し、役員会の承認を得なけれ
 ばならない。

イ．  収支計算書
ロ．  事業報告書

（附則）
 この要綱は、昭和６３年  ７月１３日から施行する。  

２． この要綱に定めのない事項については、役員会において改定するものとする。  



令和５年度   交  通  安  全  年  間  指  導  計  画  表

月  主
 題

ね   ら   い   内 容

 活 動

 導 入

４

５

 あ

 る

 く

●たのしい雰囲気をつく

り、クラブへの参加意欲
をたかめる
●クラブへの行き帰り、
安全な通行ができるよう
にさせる。

●右側通行。

●歩道通行。

●手のつなぎか
た

● 「おかあさんと一

緒に」の音楽で集ま
る。

●紹 介。

６

７

 と

 ま

 る

●家から外へ出るときは

、必ず木戸口で止まるよ
うにさせる
●遊びから急に道路へ飛
び出さない。
●道路の縁や歩道の縁は
必ず止まるようにする。

●飛び出し禁止

● 「おかあさんと一

緒に」の音楽で集ま
る。

●あいさつ

８

９

 わ
 た
 る

●横断歩道を安全に渡る
ようにする。

●横断歩道。

●信号のみかた

●「信号のうた」

  の音楽で集まる。

●あいさつ

 １０  み

●バスや電車、タクシ－

等から降りたとき、見え
ない車に注意する。
●止まっている車の前や

●車の死角。 ●「信号のうた」

  の音楽で集まる。

 １１  る 後ろから渡らない。 ●車の乗り降り ●あいさつ

 １２

１

 あ
 そ
 ぶ

●道路で遊ばないで、遊

園地へ行くようにする。

●母親に行き先を伝えて
から遊びにいく。

●遊び場への行

き帰り。
●安全な遊び。

●あぶない遊び

● 「おかあさんと一

緒に」の音楽で集ま
る。

●あいさつ

２

３

 き

 く

●天候の悪い日は、車の

音に注意して歩く。

●一年間の集合訓練のま

●天候の悪い時

の通行。

● 「おかあさん

と一緒に」の音楽で
集まる。



交通安全年間指導計画表
 水  俣 保  育 園
 津  南 保  育 園

活   動 活 動

ま  と  め
  あ   そ   び 訓 練 母親向け指導

●紙芝居を見る。

●「右・右どっち」
のゲ－ムをする。

●親子の通行訓練を

する（手をつなぐ）
●右側通行をする。

●幼児の交通事故

防止と、クラブの
ねらいについて。

● 評   価

● 反   省

● 次回の訓
練予告。

● 資料配布

●「８の字」リレ－

をする。
●紙芝居を見る。

●「３本指のお約束

  」

●正しい道の歩き

方（歩道・右側・
路側帯など）

●ストップ遊びをす

る。

●紙芝居を見る。

●親子で止まる練習

をする。

●幼児の特性（衝

動性）にブレ－キ
をかける（一緒に
安全確認をする）

同 上
●ともえ遊びをする

●紙芝居を見る。

●親子で総合的な通

行訓練をする。

●車の制動距離。

●ストップゲ－ムを

する
●指人形を見る。

●親子で横断歩道を

渡る（手の上げ方・
横断旗確認）

●安全施設を利用

して横断する。

同 上
●紙芝居を見る。

●折り紙遊びをする

●親子で信号を見て

わたる

●信号機のある交

差点の渡り方。

●紙芝居を見る ●親子そろって車の
乗り降りをする。

●車の乗り方、乗

せ方、降ろし方（
自家用車・バス・ 同 上

●お店をつくる
●親子でそろってお
買い物ごっこをする

タクシ－・電車
●車の直前、直後
の横断は危険直角
にわたる。

●サッカ－、リレ－
をする

●紙芝居を見る

●遊び場で親子で遊

ぶ。（用具の点検・
正しい遊び方）
●自転車の安全な乗
り方

●路地遊びの危険

●愛の一声運動。
●魔の時刻。
●内輪差。
●自転車の点検

同 上

●親子そろって傘の

指し方、防寒具のつ
け方を練習する。
●総まとめ。
●お別れ会。

●紙芝居を見る

●ゲ－ム。

●天候の悪い時の

安全な服装、注意
事項
●幼児の交通安全
は、母親の責任

同 上



令和５年度 年間行事計画表 

（令和５年４月現在） 

年 月 日 水 俣 保 育 園 津 南 保 育 園 

令和 5 年 

４月１日（金） 入 園 式 （※園児・職員のみで実施） 

   ４月６日（水） 
  春の交通安全出発式・キャンペーン等 

   ～４月１５日（木） 

４月１0 日（日） 津奈木町消防点検 

４月１7 日（日） 水俣市消防点検 

５月２２日（日） 水俣市 恋龍祭パレード 

７月 1 日（金） プール開き 

８月 6 日（土） 
水俣・津南合同キャンプ 

 津奈木夏まつり 

 7 日（日） 

９月１７日（土） 
社会体験旅行 （宮崎） 

９月１８日（日） 

９月下旬 春の全国交通安全 マナーアップキャンペーン 

１０月９日（日） 第５４回 運動会 

１０月１６日（日） 第５５回 運動会 

１０月２９日（金） 芋掘り遠足 

１１月１２日（土） 津奈木ふれあいまつり 

１２月１５日（木） もちつき会 

１２月１６日（金） もちつき会 

１２月２４日（金） クリスマス会

令和６年 

１月２９日（日） 第５５回 お遊戯会 

２月５日（日） 第５４回 お遊戯会 

３月３日（金） ひなまつり会 

３月１７日（金） お別れ会 

３月２５日（土） 卒 園 式 （水俣・津南 ９：３０～） 

３月２９日（水） 修了式 

４月１日（土） 入 園 式 


	【理念・方針・目標】

